
繊細かつダイナミックな映像を大迫力で楽しめることが大画

面テレビの大きな魅力である。迫力のある映像表示のために

は，表示パネルの基本性能とともに，パネルを駆動する画像

処理エンジンの役割が重要である。

日立グループは，業界トップクラスの基本性能を備えるプ

ラズマパネル，液晶パネルの製造会社を持ち，高性能パネ

ルと高画質表示を実現する画像エンジンの戦略的な開発を

行っている。

最新のパネルでは，映像表示に特に重要な「黒」の表現力

を向上させ，画像処理においては，動画性能向上とともに色

の表現力，先鋭感，メリハリを向上させる最新技術を導入し

た。また，ユーザーの好みに合わせて画質の選択が可能な映

像モードを拡充し，さまざまな視聴環境下で最適な画質を提

供している。

1．はじめに

地上デジタル放送のエリア拡大をはじめとしたハイビジョン

映像の普及に伴い，高画質映像を大迫力で楽しみたいとい

う要求が高まっている。迫力のある映像表示のためには，明

るさやコントラストなど，パネルの基本性能に加え，プラズマパ

ネル，液晶パネルそれぞれの特長を最大限に引き出す映像

信号処理が重要である。日立グループは，2001年に32V型ハ

イビジョンプラズマテレビを発売して以来，パネルモジュールか

ら画像エンジンまで，一貫した高画質化技術の開発を進めて

いる。

ここでは，最新のプラズマテレビ，液晶テレビに採用してい

る高画質化技術の中から，自然でキレのある動きを表現する

動画表示技術，豊かな色彩を表現する広色域色再現技術，

映像に深みを与える高コントラスト化技術について述べる（図1

参照）。
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注：略語説明　HD（High Definition），IPS（In-plane-switching）

図1 高画質表示を実現する表示パネルと画像エンジン
業界最高クラスのコントラスト比を実現したプラズマパネル，広視野角で明るい「IPS方式」液晶パネル，および画像処理エンジン「Picture Master Full HD」により，
ダイナミックで躍動感あふれる映像を再現する。

46

Vol.90 No.10 828-829

2008.10

新たな価値を創造し続けるWoooワールド



47

2．動画表示技術

テレビ映像の多くは動画であり，特に大画面では動きが大

きく見えるため，なめらかで自然な動きとキレがよい映像を表

現する能力が重要である。

2.1 映画の高画質表示

映画フィルム（毎秒24コマ）のテレビ映像は，3－2プルダウン

方式と呼ばれるコマ繰り返しにより，毎秒60コマのテレビ信号

に変換され，従来のテレビでは，これをそのまま表示していた。

この3－2プルダウン方式では，コマ繰り返し方法が，3コマ，2

コマの繰り返しとなるため，映像が動いた場合に不自然さが

生ずる場合があったが，近年，地上デジタル放送やBlu-ray

Disc※）プレーヤの普及により，良質な映画ソースが急増してお

り，これらの高画質視聴の要求が高まっている。

このようなニーズに対応して2007年に発売したプラズマ・液

晶テレビ「Wooo 01シリーズ」は，映画の動きを自然でなめらか

に表示する「なめらかシネマ」1）を搭載した。また，2008年発売

のプラズマ・液晶テレビ「Wooo 02シリーズ」では，さらに性能を

向上した「新なめらかシネマ」とともに，元の映像ソースをより忠

実に再現する「シネマスキャン」を搭載し，ユーザーの好みに

合わせて表示を選択できるようにしている（図2参照）。

2.1.1 新なめらかシネマ

新なめらかシネマは，3－2プルダウン方式の映像から，元の

24コマ映像を抽出し，日立独自の補間アルゴリズムによって

新たに映像を生成して，毎秒60コマで映像表示する機能で

ある。この表示方式により，コマ繰り返しでは再現できなかっ

たなめらかで自然な動きが再現できる。今回，補間映像の生

成に重要な動きベクトルの検出において，検出アルゴリズムの

高性能化を実現し，補間性能を向上した。これによって，より

なめらかで自然な動きの再現を可能としている。

2.1.2 シネマスキャン

最新のBlu-ray Discプレーヤでは，映画のコマ数そのままの

形式（走査線数1,080本，コマ数24）で出力する機能があり，

その信号がテレビへ入力された際に，コマ数を均等に4倍化

して表示することにより，映画館の上映と同じ動きを再現する

機能を実現した。プラズマテレビにおける4倍化処理は，セット

側信号処理とプラズマパネルコントローラで，それぞれ2倍化し

て映像信号処理を分散させ，4倍速表示を実現している。す

なわち，入力される24コマ映像は，信号処理回路で倍の48コ

マに増やし，さらにプラズマパネルコントローラで96コマの表示

を行うものである。

2.2 液晶テレビの高画質表示

液晶テレビの映像表示は，一つの画素に着目すると，1コ

マの映像期間中に継続的に発光する（ホールド型表示）とい

う特徴を持っている。例えば，従来の毎秒60コマの表示では，

1コマ中の発光継続期間が長いため，動画の場合にも，同じ

映像が長い時間表示されることにより，映像の境界がぼやけ

て見えることがある。そこで，60コマの映像から120コマの映

像を生成し，発光の継続期間を短縮することで，ぼやけ感を

大幅に低減し，キレのある動画表示を実現した。キレのある

動画表示は，例えば，オリンピック中継などのスポーツ番組に

おいて，ダイナミックで臨場感のある映像表示を可能とする

（図3参照）。

feature article
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注：略語説明　24p（24 frames/s progressive）

図2 映画を高画質で再現する「新なめらかシネマ」と「シネマスキャン」
「新なめらかシネマ」と「シネマスキャン」は，ユーザーの好みに合わせて選択できるようにした。

※）Blu-ray Discおよびロゴは商標である。
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この120コマ映像への変換の際にも補間映像の生成が必

要であり，動きベクトル検出精度を向上し，ぼやけ感の少ない

高品質の映像表示を実現している。

3．プラズマテレビの広色域色再現技術

3.1 色再現の課題

各映像メディアの色域規格を表1に示す。ビデオカメラなど

のCGC（Consumer Generated Contents）や一部の興行映画

はいち早く広色域化に対応しているが，放送やパッケージな

ど家庭用テレビの主要メディアのほとんどはHDTV（High

Definition Television）規格のままである。一方，プラズマパネ

ル（PDP：Plasma Display Panel）の色域はHDTV規格の色再

現面積に比べきわめて広いことが特徴である（02シリーズ：

125％）。

HDTV信号をそのままプラズマパネルに表示した場合（PDP

ネイティブ色域表示時），HDTVの色域がプラズマパネルの色

域に変換されてしまうため，色相が回転してHDTV規格の色

を正しく表現できない（図4参照）。

また，緑の色域が広いため，正しい白色を再現するために

は赤の混合比率を大きくする必要が生じる（赤の輝度誤差

大）。その結果，赤系の色が濃くなり，自然な色再現能力に

乏しい映像となる（図5参照）。HDTV信号を広色域のプラズ

マパネルでどのように表示させるかという絵づくりが重要で

ある。

Wooo 02シリーズでは，Wooo 01シリーズから採用した2種

の色再現モードに加え，広い色空間を持つ最新の動画色空

間規格「xvYCC」に対応した特徴のある色再現を可能とした。

その3種の色再現技術について以下に述べる。
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図3 液晶倍速120コマ表示の効果
60コマの映像を120コマに変換して表示することで，ぼやけ感の少ない高品質
な映像表示が可能となる。
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図5 PDPネイティブ色域表示時の輝度誤差
赤の振幅が＋27％と過大になり，色飽和しやすい。

注：略語説明　CGC（Consumer Generated Contents），
HDTV（High Definition Television）

表1 各映像メディアの色域規格
デジタル放送など各種メディアにおけるそれぞれの色域規格を示す。

メディア 色域規格

デジタル放送 HDTV（ITU-R BT.709）

パッケージ（Blu-ray Discなど） HDTV（ITU-R BT.709）

CGC（ビデオカメラなど） 広色域化：xvYCC，sYCC

興行映画 広色域化：デジタルシネマ規格

プラズマテレビ 
（Wooo 02シリーズ）
HDTV面積比125 %
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注：略語説明　M（Magenta），W（White），R（Red），G（Green），B（Blue）

図4 PDPネイティブ色域表示時の色再現性
色相が回転し，正しい色再現が困難である。
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3.2 色再現モード

3.2.1 鮮やかモード

「鮮やかモード」は，プラズマパネルの特徴である広色域の

利点を活用し，鮮やか，かつ自然な色を楽しむことを基本コ

ンセプトとするモードである。色純度方向のみに色域を拡大す

ることで色相ずれを抑制し，鮮やかで楽しい映像を実現する。

この目的に最適な広色域規格として，デジタルシネマ規格を

採用した。その結果を図6に示す。

プラズマパネルの色再現範囲ほぼ全域において，デジタル

シネマ規格に忠実な色再現を実現しており，色相ずれの少な

いマゼンタ，高純度の赤を再現することができる。また，緑の

色相ずれを抑制したことにより，赤の輝度誤差が解消され，

膨張感のない自然な色再現を実現する（図7参照）。

なお，HDTV規格に変換することなく広色域のデジタルシ

ネマ規格そのままで収録したBlu-ray Discの場合には，鮮やか

モードにより，映画館そのままの臨場感ある色再現映像を楽し

むことができる。

3.2.2 リアルモード

リアルモードは，コンテンツ本来の色域を正確に再現する

モードである。主に映画などにおいて制作者の意図を忠実に

再現することを基本コンセプトとしてWooo 01シリーズから導入

した。

リアルモードの色再現性を図8に示す。HDTV規格の信号

を規格色域どおりに，正確に色再現することが可能である。

さらに，Wooo 02シリーズからの新機能として，広色域を特

徴とする動画色空間の国際規格であるxvYCCに対応した。こ

のことにより，コンテンツがxvYCC対応の場合にはプラズマパ

ネルの広色域範囲内（HDTV規格比125％）で，また，非対

応の場合にはHDTV規格の色域内でそれぞれコンテンツに

忠実な色再現を実現する。

3.3 リニア色空間変換処理

各色再現モードに対応するために任意の色空間への変換

処理が求められる。

テレビの画像エンジンでのカラーマネジメント機能によって色

空間変換を行う方式〔図9（b）参照〕もあるが，刺激値レベル

に比例していないγ補正信号を扱うため，色空間の大幅な変

換では誤差が大きくなってしまう。また正確に補正しようとする

と複雑な機構が必要となる。

feature article
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図8 Wooo 02シリーズの色再現性（リアルモード）
HDTV規格の各色の色度を忠実に再現することに加え，動画色空間の国際
規格「xvYCC」に対応している。
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図7 Wooo 02シリーズの輝度誤差（鮮やかモード）
色域補正なしに比べ，輝度誤差が半減する。
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図6 Wooo 02シリーズの色再現性（鮮やかモード）
飽和度方向のみの色域拡大により，色相ずれが少ない。
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プラズマパネルは放電回数に比例した輝度が得られるリニ

ア表示デバイスであるため，パネルコントローラ内で逆γ補正を

行っている。そこで，逆γ補正後の刺激値レベルで色空間変

換処理を行う方式を採用した〔図9（a）参照〕。これにより，精

度の高い変換が可能となり，コンテンツの色を忠実に再現で

きる。

4．プラズマテレビの高コントラスト化技術

日立グループは，縦1,080ラインを持ちながらも明るく高画質

なALIS（Alternate Lighting of Surfaces）パネルを活用して，コ

ストパフォーマンスの高いプラズマテレビを提供し，市場を開拓

してきた。市場の拡大とともに，ユーザーはプラズマテレビに，

さらなる高画質，特に映画鑑賞で重要とされる「黒」の表現力

を要求し始めている。この要求に応え，深みのある「漆黒」を

表現できる高コントラスト1 5 , 0 0 0：1の新プラズマパネル

「1080HDブラックパネル」を開発した。

Wooo HRシリーズプラズマテレビ（HDパネル）で用いた新

技術について以下に述べる。

4.1 ボックスリブ構造

従来ALISパネルは，明るさを優先させたストレートリブ構造

であったため，上下隣接画素の放電から影響を受けやすく，

発光画素を選択（アドレス）する前に初期化の予備放電を必

要とした。この予備放電による微弱発光が黒の表現力に影響

を与えていた。そこで，新1080HDブラックパネルでは各画素

を一つ一つ囲むボックスリブ構造をとることで，隣接画素の影

響を受けにくくした（図10参照）。その結果，初期化の予備放

電の回数を減らし，黒輝度を低減させることができた。

さらに，ボックスリブ構造は，各画素の発光領域が明確に

区切られることで，輪郭のはっきりした解像感の高い画質が

得られる特長がある。

4.2 ハイブリッド駆動

ボックスリブ構造は黒輝度を下げて解像度感を増す効果
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図11 ハイブリッド駆動時の発光ライン
通常駆動では各フィールドにおいて上下2画素のうち1画素が発光するのに対
し，ハイブリッド駆動では上下2画素が同時に発光する期間を設け，ピーク輝度
を最大1.8倍化している。

1画素発光の映像例 2画素発光の映像例 

図12 映像内容によるハイブリッド駆動制御した映像表示
1画素発光による解像度感のある映像と，2画素発光による高いピーク輝度と
高コントラストを実現した映像を両立している。
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（a）新1080HDブラックパネル
（ボックスリブ構造） 

（b）従来ALISパネル
（ストレートリブ構造） 
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発光強度 

注：略語説明　ALIS（Alternate Lighting of Surfaces）

図10 新ブラックパネルと従来ALISパネルの構造比較
ボックスリブ構造（a）は，ストレートリブ構造（b）に比べて隣接画素の影響を受
けにくく，光漏れも少ない。

（1）刺激値レベルでの色空間変換：正しい色再現 

伝送γ 

伝送γ 

逆γ 

逆γ 

（2）非刺激値レベルでの色空間変換：色誤差大 

色空間 
変換 

カメラ 受信機 

R’G’B’ 

R’G’B’ R’G’B’ 

RGB RGB

カメラ 受信機 

色空間 
変換 

図9 色空間変換方式
逆γ補正後の刺激値レベルで色空間変換処理を行う方式を採用している。
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があるものの，1画素の発光面積が小さくなることから，輝度

が低下する課題がある。このため，各フィールドで非発光と

なっている上下の画素をあえて発光させることとした。本来の

発光画素（主）と同時に，下に隣接する画素（副）も選択し，2

画素を同時発光させることにより，発光面積は2倍になり，ピー

ク輝度を最大1.8倍にできる。この技術により，解像度優先の

1画素発光と明るさ優先の2画素同時発光を必要に応じて使

い分けるハイブリッド駆動方式を新たに開発した（図11参照）。

ハイブリッド駆動では，1画素発光と2画素発光の比率を映

像内容に応じて制御し，解像度感と明るさを両立させた，メ

リハリのある映像表示を実現している（図12参照）。

以上のように，ボックスリブ構造と，ハイブリッド駆動を適用

した新パネルの開発により，漆黒の闇からイルミネーションのき

らめきまで表現可能な，高コントラスト，高画質Wooo HRシ

リーズプラズマテレビを実現した（表2参照）。

5．おわりに

ここでは，最新のプラズマテレビ，液晶テレビに採用してい

る高画質化技術の中から，自然でキレのある動きを表現する

動画表示技術，豊かな色彩を表現する広色域色再現技術，

映像に深みを与える高コントラスト化技術について述べた。

魅力ある映像コンテンツの増加とともに，高画質表示への

ニーズはいっそう高まると考えられる。

日立グループは，これからも，液晶およびプラズマパネル基

本性能を向上させる技術開発と，画像エンジンの高度信号処

理技術にさらに磨きをかける研究を継続しながら，メリハリが

あり，色鮮やかで，ダイナミックな動き再現をめざし，ユーザー

にとって魅力のある高画質化技術の開発を進めていく考えで

ある。

1）中嶋：大型FPDテレビ向け映像信号処理技術，日立評論，89，10，778～
781（2007.10）
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Improvement Motion Picture on FPD-TV，IDW‘07，pp.2287-2290
（2007）
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表2 HRパネルの輝度・コントラスト特性
Wooo HRシリーズプラズマテレビ2機種のパネルにおける画素数，輝度，コン
トラスト比を示す。

Wooo P50-HR02 Wooo P42-HR02

画素数（水平×垂直） 1,280×1,080 1,024×1,080

ピーク輝度 1,600 cd/m2 1,400 cd/m2

コントラスト比 15,000：1 15,000：1




